
新居浜工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 物理１
科目基礎情報
科目番号 102410 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材 高等学校 物理基礎 田村剛三郎他 第一学習社、高等学校 物理 田村剛三郎他 第一学習社、新過程版 プログレス物理基礎
第一学習社

担当教員 大村 泰,朝日 太郎
到達目標
1. 変位，速度，加速度について理解し、等加速度直線運動についての計算ができる。
2. 運動の３法則を理解し、物体に作用する力を図示し、運動方程式を立て、加速度を求めることができる。
3. 仕事と力学的エネルギーの関係を理解し、エネルギー保存則を用いた収支計算ができる。
4. 力積と運動量についてその概念と関係を理解し、運動量保存則の関係式を立式して計算できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
変位，速度，加速度の定義につい
て理解し、等加速度直線運動にお
いて変位，速度，加速度を計算す
ることができる。

変位，速度，加速度の定義につい
て理解し、個々の計算ができる。

変位，速度，加速度の定義が理解
できず、個々の計算ができない。

評価項目2
運動の三法則を理解し、連結され
た物体に対しても作用する力を図
示し、適切な運動方程式を立て、
加速度を求めることができる。

単独の物体に作用する力に対し、
運動方程式を立て、加速度を求め
ることができる。

単独の物体に対しても作用する力
を図示できず、適切な運動方程式
を立てることができない。

評価項目3
仕事と力学的エネルギーの定義と
関係式を理解し、エネルギー保存
則を用いたエネルギーの収支計算
ができる。

仕事および力学的エネルギーの定
義と関係式について理解し、計算
ができる。

仕事と力学的エネルギーの定義や
それらの関係式が理解できない。

評価項目4
力積と運動量について、その概念
と関係式を理解し、運動量保存則
と反発係数を使った衝突時の関係
式を立式して計算できる。

力積と運動量について、その概念
と関係式を理解し、運動量保存則
の関係式を立式して計算ができる
。

力積と運動量の概念や関係式が理
解できず、個々の計算ができない
。

学科の到達目標項目との関係
工学基礎知識 (A)
教育方法等
概要 高専において物理は他の専門科目の基礎となるものである。物理1では、力学の基本を学び、物体の速度・加速度、等加

速度直線運動、運動の法則、力積と運動量、力と仕事、力学的エネルギー保存則などの事項について理解する。

授業の進め方・方法 授業は講義形式で行う。毎回 問題集の設問から課題を出すので、演習ノートを用意し作図や計算過程を記録しながら問
題に取り組むこと。

注意点

物理では公式（法則）や解法をただ暗記するのではなく、公式（法則）の意味や適用できる場面をきちんと理解してか
ら演習に取り組むこと。積極的に演習問題に取り組み、解法を学んでほしい。この科目は専門基礎科目であるため、卒
業までに必ず単位を修得しなければならない。単位を修得せず進級した場合は、単位追認試験に合格する必要がある。
欠課時数が超過し単位を修得できなかった場合は、進級しても単位追認試験を受験することができなくなるので、授業
には出席すること。

本科目の区分
Webシラバスと本校履修要覧の科目区分では表記が異なるので注意すること。本科目は履修要覧(p.10)に記載する「②専門基礎科目」である。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス、ＳＩ単位、有効数字、速さ 1
2週 変位と速度 1
3週 合成速度、相対速度 1
4週 加速度 1
5週 等加速度直線運動① 1
6週 等加速度直線運動② 1
7週 中間試験 1

8週 試験返却
落下運動１（自由落下，投げ下ろし） 1

2ndQ

9週 落下運動２（鉛直投げ上げ） 1
10週 運動の3法則 2
11週 力と力の表し方（重力、垂直抗力、作用・反作用力） 2
12週 力の合成と分解 2
13週 弾性力、摩擦力 2
14週 摩擦力と物体の運動 2
15週 期末試験 1,2
16週 試験返却 2

後期 3rdQ
1週 運動方程式の活用① 2
2週 運動方程式の活用② 2



3週 仕事と仕事率 3
4週 場の力と位置エネルギー　 3
5週 運動エネルギー 3
6週 仕事とエネルギーの関係　 3
7週 中間試験 2,3
8週 試験返却、まとめ 3

4thQ

9週 力学的エネルギー保存則① 3
10週 力学的エネルギー保存則② 3
11週 力積と運動量 4
12週 運動量の変化と力積の関係 4
13週 運動量保存の法則 4
14週 反発係数 4
15週 期末試験 4
16週 試験返却、まとめ 3,4

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 自然科学 物理 物理

速度と加速度の概念を説明できる。 3 前1,前2
平均の速度、平均の加速度に関する計算ができる。 3 前2
直線及び平面運動において、速度をベクトルとして捉え、速度の
合成・分解及び相対速度に関する計算ができる。 3 前3

等加速度直線運動の公式を用いて、物体の変位、時間、速度に関
する計算ができる。 3 前4,前5,前

6
自由落下及び鉛直投射した物体の変位、速度、時間に関する計算
ができる。 3 前8,前9

水平投射及び斜方投射した物体の変位、速度、時間に関する計算
ができる。 3 前9

物体に作用する力を図示できる。 3 前11
力の合成と分解ができる。 3 前12
質点にはたらく力のつりあいに関する計算ができる。 3 前12
重力、弾性力、抗力、張力の概念を理解し、それぞれの力に関す
る計算ができる。 3 前13

運動の三法則について説明できる。 3 前10,後
1,後2

運動方程式を用いて、物体に生じる加速度や物体にはたらく力な
どを求めることができる。 3 後1,後2

静止摩擦力がはたらいている場合の力のつりあいについて説明で
きる。 3 前14

最大摩擦力に関する計算ができる。 3 前14
動摩擦力に関する計算ができる。 3 前14
仕事と仕事率に関する計算ができる。 3 後3,後6
物体の運動エネルギーに関する計算ができる。 3 後5
重力による位置エネルギーに関する計算ができる。 3 後4
弾性力による位置エネルギーに関する計算ができる。 3 後4
力学的エネルギー保存の法則について説明でき、その法則を用い
て、物体の速度や変位などを求めることができる。 3 後9,後10

物体の質量と速度を用いて、運動量を求めることができる。 3 後11,後12
物体の運動量変化が力積に等しいことを用いて、力積の大きさ、
速度変化及び加わる平均の力などを求めることができる。 3 後12,後13

運動量保存の法則について説明でき、その法則や反発係数を用い
て、物体の衝突、分裂及び合体に関して、速度変化などを求める
ことができる。

3 後13,後14

評価割合
試験 課題提出 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


